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○松本委員長 次に、山井和則君。 

○山井委員 参考人の方々、貴重なお話をお聞かせいただきまして、ありがとうございました。お一人お一人の

参考人の方々のお話、本当に切実かつ重要な御指摘でありまして、しっかり肝に銘じさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは、全員に質問したいところでありますが、順番に質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、自立生活サポートセンター・もやい理事長の稲葉さん。本当に、ホームレスの方々あるいは生活困窮の

方々を、日々ずっと相談に乗っておられて支えておられる、そういう人生を送っておられることに対して、私も

非常に尊敬をしております。 

 そこで、今回、稲葉さんのお話で私も非常にショックを受けましたのは、配付資料の何ページ目ですか、白石区

で姉妹の方々が凍死あるいは餓死で亡くなられたケースの方の面接受付票であります。 

 一回目、平成二十二年六月一日、非常に困窮して行ったけれども、急迫状態の判断、聴取に至らず。 

 それで、二回目の平成二十三年の四月一日、再び行ったけれども、このときは非常用のパン十四缶、七日分掛け

る一食、二人。一日一食、パンを二人で十四缶渡して、「食料確保により生活可能であるとして、生活保護相談に

至らず退室。」それで、急迫状態、現金保有千円。ライフライン停止・滞納、滞納あり。制度の説明、未実施。生

活保護の申請の意思、なし。 

 それで、最後が二十三年六月三十日、「保護の要件である、懸命なる求職活動を伝えた。」現金保有、残り少な

い。ライフライン、聴取に至らず。制度の説明はしたけれども、保護のしおりは未配付。生活保護の申請の意思、

なしということなんです。 

 この資料を見て、この後にもう凍死と餓死で亡くなってしまわれたわけなんですけれども、この面接資料につ

いて、稲葉さん、改めてどう思われますか。 

○稲葉参考人 ありがとうございます。 

 特に三回目の、死に至る一番最後の面接のときの記録が、気になる記述が多いんですけれども、面接記録の中

で、「高額家賃について教示。保護の要件である、懸命なる求職活動を伝えた。」とあります。 

 高額家賃といいますのは、生活保護で決められている住宅扶助の金額を上回っているアパートにこのお二人が

暮らしていらっしゃったということを指しているんだと思いますけれども、住宅扶助の基準を上回っているとこ

ろに住んでいたとしても、まず、そこで生活保護を適用して、その後、家賃の低いところに転宅を指導するという

のが本来のやり方です。 

 ただ、最近も私、こうした相談に乗ったんですけれども、家賃が高い、住宅扶助の基準より高いということをも

って、あなたは生活保護を受けられませんよという誤った説明をしている福祉事務所がたくさんあります。 

 また、求職活動についても同様でして、働ける能力のある方は仕事を探すというのが義務ではあるんですけれ

ども、こうした状況、本当に所持金もないような状況の中で、求職活動自体が困難な状況ですから、それに対し

て、働きなさいと懸命なる求職活動を伝えたというのは、明らかに違法な追い返しであろうというふうに思って

おります。 

 今度の生活保護法の改正案の中で、二十四条一項、二項で私たちが一番懸念しているのはその部分です。修正

はなされましたが、多くの場合、申請書というのが福祉の窓口に置いていないんですね。相談者が手にとれると

ころに置いていない。全国の福祉事務所で、申請書が相談者の手にとれるところに設置してあるのは、わずか数

カ所だというふうに聞いております。 

 多くの場合は、申請書を出してくれないという形で追い返す、相談したという形で追い返すということが行わ

れていて、そうした状況の中で、今回、条文は修正されましたけれども、私たちが懸念しているのは、厚生労働省

は今までとやり方は変わらないというふうに言っているんですけれども、それならば、きちんとやはり口頭での

申請は認めて、申請書の提出がおくれたとしても、役所側が出してくれなかったりして提出がおくれたりとか申

請書を出せなかったりしても、きちんと申請の意思表示があったことをもって申請とみなすということが重要だ



というふうに思っております。 

 あと、二十四条の二項では添付書類についても書かれていますけれども、これもやはり添付書類を最初に出さ

なくちゃいけないということになると追い返しになりますから、これはもちろん、添付書類については申請後で

よいということを確認していただきたいと思いますし、申請書や添付書類が何らかの事情によって出すことがで

きなかった場合でも、それをもって却下をするということは絶対あってはならない。 

 そうした点をきちんと国会の審議の中で、既に議論はされていますけれども、きちんと確認をして、違法な追

い返しを根絶していただくようお願いしたいというふうに思っております。 

○山井委員 これは本当に、三回も行ったけれども、十分な対応がしてもらえず、妹さんが知的障害者で亡くな

ってしまわれた、余りにも痛ましいと言わざるを得ないと思います。 

 もちろん、不正受給は厳しく取り締まらねばならない、それはもう当然です。先ほど埼玉県の代表の方もおっ

しゃってくださいましたけれども、そういうものがなければ生活保護制度の国民の理解と信頼は得られないと思

います。 

 ただ、一方では、逆に、こういうふうに何度窮状を訴えても受け付けてもらえず、餓死されてしまう、凍死され

てしまうということになれば、日本という国は本当に先進国なのか、文明国なのか、どんな国なんだということ

になってしまうと思います。 

 先ほど稲葉さんからも、今回、大阪でお母さんとお子さんが餓死であろうという形でお亡くなりになられた。

その方も、一度は生活保護の窓口に行かれていたけれども、なぜかその直前には行政に支援の手を、援助の手を

相談に行くことがなかったわけなんですね。 

 そういう意味では、不正受給は厳しく取り締まるけれども、本当に困っている方々は、本当に、今、稲葉さんが

おっしゃったように、申請書が窓口に置いてあるなり、確実に生活保護という命綱を握ることができるような制

度にしていかねばならないと強く感じます。 

 次に、緑川さんにお伺いしたいと思います。 

 今回、子どもの貧困対策法を三年半前からずっと要望を続けられたわけですけれども、先ほどの御自分の御経

験、またお母さんの思い等々をお聞きして、私も非常に胸に迫るものを感じました。今までこういう運動を地道

にあしなが育英会としてされてきて、一番、国会議員あるいは政府の人たちにわかってほしいこと、なかなかわ

かってもらえなくてつらいというふうに思っていること、そういうことがあればお聞かせ願いたいと思います。 

○緑川参考人 なかなかわかっていただけないことというのを申し上げますと、やはり、子供の相対的貧困とい

うのはなかなか見えにくいというのがあります。 

 今、私の服装を見ていただいても、本当にごく一般のスーツを着ていると思うんですけれども、このように、例

えば就職活動をするときにはちゃんと就職活動用のスーツを買わなければなりませんし、小学校、中学校、高校、

大学と進んでいくに当たって、友達づき合いをする上で、やはり、私服に関しても制服に関しても、一般の、ほか

の家庭に育った子供たちと同じような身なりをしていかなければ、それでいじめに遭う可能性がどうしても高く

なってしまいます。 

 そういったことから、先ほども申し上げましたように、身なりにはすごく気を使っているのが実情でして、見

た目ではなかなかわからないというのが一つあります。 

 なので、私もここ最近新聞の記者の方からも取材を受けますが、やはり、どの方も貧困が見えにくいというふ

うにおっしゃっていて、そこは、その分苦労しているところがあるんだというところをぜひ御理解いただきたい

と思います。 

 以上です。 

○山井委員 緑川さんに改めてお伺いしたいんですが、今回、子どもの貧困対策法が成立する見込みになりつつ

あります。これは、名前は子どもの貧困対策法なんですけれども、間接的に応援しているのは、一人親世帯のお母

さんであり、お父さんでもあるんですね。誰よりも子供たちを愛し、子供たちの未来を願っているのは、お母さん

であり、お父さんであると思います。 

 そういう意味では、本当に御苦労して、緑川さんのお母さんもここまで緑川さんをお育てになられたと思いま



すし、あしながの育英会で出会われた全国の一人親世帯のお母さんやお父さんに対して、今言いたいことがあっ

たらお聞かせください。 

○緑川参考人 この子どもの貧困対策法ができてすぐ状況が改善するというわけではありませんし、現に、私た

ち今大学生でこういった運動をしていますけれども、この大学生にすぐ利益があるかといえば、そういうわけで

はないと思うんです。 

 ただ、今まで、このあしなが運動というのは、過去四十年以上にわたって、自分たちの後輩の遺児のためにとい

うように活動してきた背景がありまして、今回も、同じように、私たちの後輩のためにという思いでやっている

ところも多くあります。 

 なので、今、小さな子供さんを育てられている一人親家庭の方ですとか、あるいは、今は普通に生活をしていて

も、ある日突然パートナーの方を亡くされてしまう可能性も十二分にありますので、そういった意味では、今後、

貧困家庭になってしまうかもしれない方々のための法律でもあり、今そういった状況にある方にとっては非常に

勇気になる材料になるのかなと思いますので、ぜひ、諦めないで、この法律ができることによって前を向いて歩

いていただきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○山井委員 これは三年半前からあしながの方々が運動をされて要望され続けてきたわけで、これはあしなが法

案とも言えると思うんですが、まさにあしながの方々だけにとってではなく、多くの貧困家庭の子供たち、そし

て一人親家庭のお父さん、お母さんに光を当てる法案にぜひしていかねばならないと思っております。 

 稲葉さんへの質問に戻らせていただきますが、日本社会の中の一番大変なホームレスや生活困窮者の方々を支

援する現場で働いておられる立場から、政府や国会議員にこの際訴えたいことがあれば、お願いいたします。 

○稲葉参考人 ありがとうございます。 

 私が懸念していることの一つといたしまして、今回の生活保護法改正案に盛り込まれている扶養義務の強化と

いうのが、先ほどから話が出ている貧困の世代間連鎖をむしろ助長してしまうのではないか、子どもの貧困対策

法の理念と矛盾しているんじゃないかということを心配しております。 

 埼玉県の生活保護世帯の子供たちへの学習支援の話がありました。私も埼玉大学で教鞭をとっておりまして、

学生にもボランティアに行ってもらっています。そうした各自治体で行われている学習支援によって、生活保護

世帯の子供たちの高校進学率が上がる、そして子供の貧困対策が進んで給付型の奨学金が充実してきますと、大

学進学への道も開けてくることになります。 

 ただ、その時点で、生活保護世帯からは抜けてお子さんが一人で大学に進学する、別世帯になるわけですね。そ

の後、そうした支援策がうまくいった結果として、そのお子さんたちが大人になって、若者になって、経済的に自

立することになります。 

 それ自体はすばらしいことだというふうに私は思っておりますが、ここで生活保護において扶養義務というこ

とが強調されてしまいますと、親御さんはどんどん年をとっていくわけですよ。そうすると、親御さんたちは生

活保護から抜けられないということになります。そうすると、そのお子さんが幾ら経済的にひとり立ちをしても、

ずっと、親の扶養をしろ、親の扶養をしろというふうに福祉事務所から言われ続けることになってしまうわけで

す。 

 これは一番懸念している状況でして、今回、三つの法案が一緒に審議されているわけでありますけれども、そ

の中に実は矛盾があるのではないかということをぜひこの国会でも審議していただきたいというふうに思ってお

ります。 

 あと、政府そして国会議員の皆様にお願いしたいのは、どうしても、生活保護に関する報道、一般の方々の捉え

方というのが、不正受給、先ほども金額ベースでは非常に少ないという話がありました、〇・四％、〇・五％しか

ない不正受給が殊さら大きく取り上げられてしまう、マイナスイメージばかりが広がってしまう。それによって、

必要な方が申請抑制をしてしまうということが起こっております。 

 政府、各自治体におかれましては、きちんとやはり正確な知識を持って生活保護制度に対する広報をしていた

だきたい。生活に困ったらこういうすばらしい制度が日本にはあるんだよということをきちんと広報していただ



きたいというふうに思いますし、各国会議員の皆様、マスメディアの皆様にも、生活保護制度に対する正しい知

識と、プラスのイメージ、肯定的な形でもってこの制度をきちんと広く知らしめていただきたい。必要な方に届

くように、孤立したまま亡くなる方がいないように、必要な知識を広めていただきたいということを切に願って

おります。 

○山井委員 時間が来ましたので、残念ながらほかの参考人の方々に御質問できなかったことをおわびを申し上

げたいと思います。 

 最後になりますが、稲葉さんもおっしゃったように、今回の三本の法案、これは、不正受給は厳しく取り締まっ

てなくしていくけれども、逆に、必要な人にとってはより受けやすく、やはり、この文明国日本で全ての人間が生

き続けられる、そういう社会にしていくための大きな一歩となる法改正になるように、私たち国会議員も頑張っ

てまいりたいと思います。 

 ありがとうございました。 


